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要 約

我が国に在住する外国人は年々増加する傾向を示 し,全国的に検討すると静岡県には外国人が

多 く在住 している。そこで,静岡県浜松市における在日プラジル人の母親の育児に関する問題を

明らかにするために浜松市内の保育所 。託児所に子供を預けている母親 141人にポル トガル語に

よるアンケー ト調査を依頼 した。

回答の得 られた 65人の調査結果を分析 した。日本とプラジルとの子育ての違いについて意識 し

ているものが 65人 中 49人 (754%)お り,子育てのつらさについては 56人 (861%)が感 じて

いた。育児ス トレスとしては,40人 (61.5%)が 抱えていることが明らかになった。特に,在 日

年数が 5年未満の母親の育児ス トレスが在日年数 5年以上の母親に比べて多いことが明らかとなっ

た。

一方,子育てに関する不満は 65人中 21人 (323%)と少な く日本の治安の良さや,教育の施

設設備や教科に対する良い評価が見 られていた。本研究は在日ブラジル人の子育ての実態をとら

える基礎的調査 として意義があると考えられた。

I.緒 言

1990年 6月 の出入国管理および難民認定法 (入

管法)の改正に伴って外国籍の 2,3世 にも合法的

な就労の道が開かれた。 これまでの単身型から家

族を呼び寄せる形態がおゝえ, また, 日本のパブル

経済の破綻で,長期滞在を余犠なくされている°
。

労働省の推計によれば97年末の外国人労働者数

は不法就労者を含め 66万人で,日 本の労働人日の

ほぼ 1%に相当している。その大多数は,土 日の

勤務のみならず時間外勤務が行われているか
。

外国人労働者の数の増加と共に,外国人労働者

の子供の教育の問題がとりあげられるようになり,

子供が日本の学校にいかに適応するのか,ま た日

本に慣れていくことによって帰国後のブラジルで

の教育はどうなるのかという問題が生まれている。

親は仕事で忙 しく,子供は日本の学校について

行けずに,不登校となる。果ては非行者として社
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会的な問題を起 こす子供たちが後を絶たない。親

子が, 日本で共に生活 していく上での新たな問題

が生まれている。

その中で,教育のあり方を巡る取 り組みが少 し

ずつ行われ始めており,ブ ラジル人学校を創 り,

どこの国でも生活 していけるグローバルな教育を

目指す動きも見 られている。また学校内では言葉

について重点的に指導する教育を組み入れたり,

地域でもボランティアによる母国語の教育なども

行われている。さらに,乳卸児期を巡る母子保健

問題や子育てへの取 り組みが始められ,5カ 国語

による子育て相談のパ ンフレットを作成 し窓口で

配布 したり,互いの交流を深めるための国際母子

港ゝれあいフェアなどを開催 している。また,外国

人を受け入れている保育所などで外国人の子供の

保育検討なども少 しずつではあるが行われてい

ると2)。

在 日ブ ラ ジル人 の母親 の育 児 ス トレス
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全国的にみるとブラジル人は在日外国人の中で

韓国,北朝鮮,中国についで 4番 目に多 くなって

いる°
。1997年文部省調査「 日本語教育が必要な

外国人児童生徒の数」によると静岡県はブラジル

人が 1525人で,愛知県・神奈川県についで,3番

目に多 く,児童生徒の在籍する学校数 も多い。 自

動車関連などの工業地帯である静岡県浜松地区に

日系ブラジル人が仕事を求めて日本各地からやっ

てきており,東京都や群馬県在住のブラジル人を

数で しのぐ。特に浜松市は日本の市町村でブラジ

ル人の住民数が最 も多い。浜松市周辺は,本国ヘ

の送金に便利なブラジル銀行の地方出張所が日本

でただ 1カ所あり, ブラジル食材店・ レス トラン,

ポル トガル新聞などがそろい生活も便利である。

仲間が多 く言葉 も通 じる土地なら何とかなるとい

うことで,集まって くるのだと考えられる。その

多 くは会社の提供するアパー トや寮に住み,失業

すれば収入は途絶え家 もな くなる事 もある。

一方,地域ではブラジル人コミュニティーヘの

対応が迫 られている。異文化摩擦が地域住民 との

間で生 じているのである。

こうした我が国における状況を踏まえて,浜松

市に在住 している在 日ブラジル人の母親の子育て

に関する 1)日 本 とブラジルの子育ての違い,2)

日本での子育てのつ らさや不満,子育てへの期待 ,

3)育児ス トレスとその文ヽす処の問題を明らかにし,

異文化社会での子育てに伴 う問題について検討 し

た。

Ⅱ.研究方法

1.調査期間 平成 10年 11月 ～ 12月

2.調査対象と方法 乳幼児期にある子供の子育て

をしている在 日ブラジル人の母親 (子供を浜松市

内の公私立の保育園 13ヵ 所またはブラジル人の経

営する託児所 3ヵ 所に預けている母親)に 対 して

日本での子育てに関する内容についてのアンケー

ト用紙を作成 し調査を行 った (表 1)。 項 目につい

ては,ブ ラジル人の母親ですでに幾つかの調査に

関わったことのある人に内容の確認を依頼 し表現

上の修正を行った。その上でポル トガル語に直 し,

再度同じ人に確認を依頼 した。

3.調査対象の選択理由

(1)静岡県内では浜松に集中して在 日ブラジル人
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表 1在 日ブラジル人の母親のアンケー ト調査

1,お 母さんの年齢と国籍と職業

2.お 子さんの人数

3.お 子さんの年齢と性別

4.日 本に来て何年目ですか ?

5,一緒に暮らしている人は誰ですか ?

6ご主人の年齢と国籍と職業

7.子供さんに話すときは何語で話 しますか ?子供さ
んは何語で話しますか ?

8.日 本とブラジルとの子育ての違いはありますか ?

はい いいえ それはどのようなことですか ?

9,子育てをしていて,イ ライラしたリストレスに感じ

ることはありますか ?

それはどのようなことですか ?

10.日 本で子育てをしていて,自 分が体験した最も苦
しい,いやな,困 った出来事を書いて下さい。

この出来事はどのように対処 しましましたか ?

その結果はどうでしたか ?

■.日 本で子育てをしていて,不満,期待,希望があり
ますか ?それはどのようなことですか ?

12.子育てで困ったときは誰に相談 しますか ?

13。 その他何でも結構ですので,気がついたことがあ

りましたら,ご記入下さい。

が生活 していること

(2)外国人の多 くは両親共に働いていることが多

くその多 くは,保育所または託児所に子どもを預

けていること

(3)就労条件によっては公私立の保育園では保育

時間が間に合わず無認可の保育所に頼 らざるを得

ない実状があること

こうした背景をおぅまえて今回,公立私立の保育

園およびブラジル人の経営 している託児所に子ど

もを預けている母親を対象とした。

4.回収結果

浜松市内の公私立保育園 93人配布, 53人回収

(回収率 5699%)

浜松市内のブラジル人経営の託児所 48人配布 ,

12人回収 (回収率 2500%)

合計 141人配布,65人回収 (回収率 46.10%)

5。 分析方法

ポル トガル語で記載されている調査結果を日本

語に直 し,内容を検討 し,項 目ごとに整理 していっ

た。推計学的検討はガ検定で行 った。

Ⅲ。結 果

1.対象の属性

対象の属性は表 2に示す通 りだった。
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表 2 対象の属性

(人 )

世帯構成

在日年数

子供の数

両親の国籍

両親の職業

両親の年齢

59

核家族

12

5年未満

36

1人

父親

母親

父親

母親

父親

母親

2世帯

44

5年以上

21

2人

ペ ル ー

20

製造業

11

26

20～ 30潟監

母子家庭

3人

カナダ

12

サービス業

45

34

31～ 40歳

4人

63

63

ブラジル

10

事務

41歳以上

日本

12

10

専門職 主婦 その他

親の年齢では母親では20～ 30歳代が40%(26

人)を 占めており,父親では 30～ 40歳代が69%
(45人)と もっとも多 く全体的に高年齢の親が多

かった。

父親の職業では製造業,サ ービス業,専門職が

多 く見 られ全体の 75%(49人)だった。また母

親では製造業,専門職,事務職の順で多 く見 られ

て全体の 72%(47人 ),他に主婦が9%(6人 )を

占めていた。国籍については97%(63人)が ブ

ラジルだった。子供の数については,1人が 55%
(36人 ),2人以上が40%(26人)と なっていた。

在 日年数では 5年未満が 18%(12人 ),5年以上

100,6

人

50%

数

は68%(44人)と なっていた。家族構成では核

家族が 91%(59人)と なっていた。相談者の人

数では 1人が 60%(39人)で,相談相手 として

もっとも多いのはブラジル人の友人 38%(25人 ),

夫 22%(14人 ), 日本人 17%(■ 人)と なって

おり,数 としては少ないが神があげられていた。

話す言葉についてはポル トガル語 (親 38%29
人,子 42%27人)が もっとも多 く次いで, 日本

語とポル トガル語の混合 (親 28%18人,子 28%
18人),日 本語 (親 17%■ 人,子 28%18人 )と

なっていた。子供は日本語を使 う傾向がやや多 く

みられていた。

n=65

□無回答

日 なし

賜 あり

育
児
ス
ト
レ
ス

子
育
て
の
違
い

つ
ら
い
こ
と

不
　
　
満

図 1 子育ての受け止め

19

0%
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表 3 子育てのス トレス

その他

刈写
す校
るの
不方
満針

`こ

日
本
の
文
化

の
適
応

帰
国
後
の
不
安

子
供
の
自
己
本
位
な
特
性

困
難
な
仕
事
と
の
両
立

項 目

教育のことを考えるととても心配になります。

ブラジルヘ戻ったときのポル トガル語の勉強で少 しイライラというか焦りを感 じま

す。

子供がブラジルヘ帰ったとき,暮 らし。教育・言葉の違いの受け止め方が,心配です。

子供が将来ブラジルに帰ったとき,ブ ラジルの生活・習慣になれるか

自分自身コントロールをなくすことがある。話し合いで分かり合う。子供達は外に

出ないで良くテレビを見ている。

頑固でわがままなとき。小さいので私の言っていることが分からないから。

言うことを聞かない(子供)の時,ス トレスになる。

健康状態が良 くないとき。学校で少 し甘やかされて,家で言うことを聞かないとき。

子供は賢くなり私には考えられないようなことをすることがあるとき。

全て分かることはとても難 しいのでス トレス・イライラがある。

遠い国で仕事はとてもきつく,家では休みたいだけでなにもできないが,子供はわが

ままを言う。

仕事が長 く,き つい時。

仕事時間が長いため気短になりがちです。

暮らしのリズムと子供との時間が少ない。

コミュニケーションの時間が少ない。

時間がなさ過ぎること。

毎日が忙しすぎるため,子供に必要なオリエンテーションができない。

日本での一日はとても早く,仕事。家の繰り返し。また仕事はきつく,家族の時間が

少なすぎることが子供の教育に影響している。

外国人は仕事を継続するのが難 しいので,休んで学校に行けない。学校と会社の休
日も違う。

疲れて帰宅後,家事をしなければならなく,子供との時間がもてない。又子供をし

かってしまうときがある。後で後悔する。

仕事疲れでストレスがあるため教育・家庭に影響があると思う。

仕事で疲れているとき

内容

夫と別れたこと。

娘は日本の学校によく慣れたためス トレスになるまでにはならない。学校では子供
たちに薄着でいさせるためとても心配です。

学校では寒いのに薄着でよく風邪を引く。

人種差別があると聞いたことがあります。そのためにも小学校に入るなら日本の保

育園から日本の習慣・文化を覚えさせれば,先生や日本の子供たちから人種差別は

されないだろう。子供につらい思いはさせたくない。

まだ日本の文化を知らないので,い ろいろ気を使ってやりますので,そ れで疲れてい

ます。

私は日本語の読み書きができないため,子供たちの助けにならない。

ブラジルヘ戻ったとき日本の学年どおりに入れたら

日本の教育はプラジルと比較にならないほど良いので,子供達に必要ですが,帰国し
たとき,母国の言葉が話せないのが心配です。

1

1

2

各例数

1

2

2

1

1

1

2

合計例数

5

7

9

15
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2.日 本とブラジルの子育ての違い

日本 とプラジルの子育ての違いは 753%(49
人)が感 じていた (図 1)。 内容としては教育に対

するものと,愛情表現の仕方についてあげられて

いた。特に教育に対するものでは,好意的評価と

して日本の教育は良い,すべてがそろっているな

どの意見が全体の 17人 と多 くなっており,厳 し

い,冷たい,時間や行事が多いなどの意見は 5人

となっていた。愛情表現では冷たい感 じがする,

愛情の表現が少ないと感 じている人が 3人いた。

3.子育てでの辛いこと,不満,期待

子育ての受け止め方では86.1%(56人)がつら

いと答えていた (図 1)。

文化言葉への道応,社会生活上の困難,差別や

孤独感などがあげられていた。 日本の文化や言葉

への適応 (45人 )では習慣,食べ物,考え方,読
み書き,話,コ ミュニケーション,仲間には入れ

ない,集まる場所がないなどとなっており異文化

での生活でのとまどいや寂 しさ,意思疎通の困難

さなどが含まれていることがわかった。社会生活

上の困ったこととして (11人),保育園の手続き

や園との連絡,国民保険の加入を巡る問題があげ

られていた。3件 と少ないがブラジル人に対する

人種差別を感 じる人がいた。

子育てでの不満については,32.3%(21人 )が

ある,254%(23人 )がないと答えていた (図

1)。 無回答が 19人 (29.2%)と他の質問項 目に比

べて多かった。不満として受け止めていたものは,

子供 との時間やブラジルに帰ってからのこと,子
供の自己本位な特性や社会生活上の不満があげら

れていた。不満がないものは,そ の理由として日

本の治安の良さや教育の良さについてあげていた。

子育てへの期待では,行政への改善を希望する

もの (7人),ポ ル トガル語の学校や科目がほしい
,

学校方針に対 して, 日本人との交流やブラジル人

同士の交流,雇用者側の理解などがあげられてい

た。保育園や幼稚園の質や保育時間,入園の手続

きに関するもの,相談室の開設や,病院の対応な

どが実際生活 していく上での改善項 目としてあげ

られていた。学校方針に対 しては,寒いときに半

袖,半ズボンに着替えるということに対する不満

や給食を食べることがあげられていた。また, こ
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うした社会で子供が育つことで, 自分の子供 も日

本人のようになっていくことへの心配があげられ

ていた。また,仕事に追われた生活の中で, ブラ

ジル人同士の交流 ももてずにいること, 日本人と

どのように交流を持つことができるのかについて

心配 していることがわかった。雇用者に対 しては,

子供を持つ親としての人権の確保の配慮を期待す

るものがあった。

4.在 日ブラジル人の子育てス トレスとその対処

育児ス トレスについては 61.5%(40人 )があ

る,246%(16人)はないと答えていた。9人は

無回答だった (図 1)。 具体的な項 目としては,困

難な仕事との両立についてあげており(15人),つ

いで子供の自己本位な特性 (9人),帰国後の不安

(7人 ), 日本の文化への適応 (5人),学校方針に

対する不満 (2人)があげられていた。詳 しい内

容については表 3に示す通 りだった。

育児ス トレスヘの対処では, 日本語の勉強 (24

人),人 の助け (10人 ), 日本人 との交流 (5人 )

などが多 く用いられており,数は少ないが気持ち

や見方を変えた り,現実逃避する事で乗 り越えて

いること力式わかった。

5.育児ス トレスの有無 と母親の年齢,在日年数 ,

子供の数,話す言葉 との関係

対象 65人中 9人の無国答者を除いた 56人のス

トレスの有無か らみてみると,図 2に みられるよ

うに在 日年数が 5年未満の人は 5年以上の人と比

較 してス トレスのあった人が,有意 (/検定にお

いて P<0,005)|こ 多 くなっていた。

有意差は認められなかったが母親の年齢,子供

の数,母親の話す言葉 と育児ス トレスとの関係は

図 3～ 5に見 られるような結果になった。

母親の年齢では 31歳以上の年齢の高い母親よ

り,20歳代の母親の方が育児ス トレスが多い傾向

にあった。

普段ポル トガル語を話す母親は日本語や日本語

とポル トガル語の混合で話す母親よりも育児ス ト

レスが多い傾向にあった。

子供の数では,2人以上の母親の方が 1人 の母

親より育児ス トレスが多い傾向にあった。

Ⅳ.考 察

1.子育ての違いについて
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□在日年数5年未満
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n=56n=56

人
　
　
数

人 15

育児ス トレスあり 育児ス トレスなし
**P>0005

図 2 在 日年数と育児ス トレス

25
n=56

人 15

数 10

育児ストレスあり 育児ストレスなし

図 4 子供の数と育児ス トレス

今回の在 日ブラジル人に対する調査結果か ら,

子育ての違いとして,学校教育に対するものや子

供への愛情表現などがあげられていた。教育の違

いはあるとしながらも,教育 |こ 対 しては好意的に

評価 していた。ブラジルと日本の教育を比較 した

場合,我が国における情操教育を含めたカリキュ

ラムの内容や施設設備に対する満足と考えられた。

愛情表現については感情や思いを行動で示す文化

を持 った国と日本のようにこうしたものを心の奥

に秘めて押さえることを美徳 とし,察する国との

文化 との違いが根底にあると考えられた。
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とが伺われる。ブラジル人の母親は保育所や託児

所に子供を預けており,子育ての違いについての

問題がもっと提起されるかと予想 していたが,少

なかった。対象が小さいことから,子供自身の声

となって親に届いていないことや,施設での子供

の生活については,ま かせているかまたは,生活

という点で大きな文化の違いとして表面化 してい

なかったのではないかと考えられた。また,調査

対象が在住する浜松の園では,ポル トガル語のパ

ンフレットを作成 し在 日ブラジル人の母親の不安

解消や意志疎通を図るための努力がなされている

ことも関係 していると考えられた。本調査の対象

はブラジル人経営の託児所に預けている人が全体

の 18%を 占めていることも関係 していると考えら

れた。
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2.子育てでの辛いこと,不満,ス トレス

予想通 り多 くの母親が子育てでの幸いこと,不

満,ス トレスを感 じていた。異文化,言葉への適

応,社会生活上の困難,差別や孤独感は,母親に

とっての辛いことである。特に,不満・ ス トレス

についてみていくと,子供との時間がとれないと

いうことが大きくあげられており,家族や家庭教

育の重要性を認識 しているブラジル人にとって苦

痛であり,不満として表れていると考えられた。

ブラジル人の母親は長時間の仕事という厳 しい労

働条件の中で,疲れ,イ ライラし,子供をしかっ

て しまう状況がみられ,子供の自己本位な特性に

関 しては子供のわがまま,同 じことの繰 り返 し,

頑固,言 うことを聞かないなどがあげられていた。

働 く母親にとって万国共通の内容と考えられた。
。

帰国後の不安や日本文化への適応,学校方針に対

する不満はブラジル人独自のもので画一的に扱わ

れることへの不満であり,改善への期待と考えら

れた。

今回,育児に対する不満が全体の 25%と 少な

く,育児に対するつ らさやス トレスとは異なった

傾向が明らかとなった。つ らさやス トレスとして

は感 じているが,32%は満足 しており,治安の良

さや施設設備や教科内容に対 して評価 してお り,

母親の全体の受け止めとして満足となったと考え

られる。

日本社会の適応や言葉の習得についてはむ しろ

子供自身の適応の早さに比較 して,親自身の生活

内容の閉鎖性から,ま た年齢的なものから適応が

困難となり,そ の 2者間でのずれが大きくなって

い く新たな問題を提起 している°
。今回の調査で

は子育ての対象を乳幼児期としていることか ら数

としては少なかった。こうした問題は,子供の年

齢が高 くなるに従 って生 じてくるものだと考え ら

れた。在 日外国人の日本語能力は「聞 く話す」は

5割ができるが,「読む書 く」は 1/3程度に減 って

いる°
。子育てしている母親たちへの「読む書 く」

の能力向上のための支援が望まれるところである。

今回の調査対象は核家族がほとんどであること

か らも考えられるが,夫や家族にたいするス トレ

スはみられなかった。 日本人の調査によると子育

てにおける人間関係のス トレスが高かったことか
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ら, 日本人の母親 と在 日ブラジル人の母親の育児

ス トレスの違いと考えられた D。
在 日ブラジル人

の話によると「夫は妻にねぎらいの言葉をかけ,

むしろ家庭は職場でのス トレスを解決する場 とし

て機能 している」という。「 ブラジル人は自分を最

も大切にしているから, もし,夫婦が互いにス ト

レスになるならば,離婚 しているのが普通」 とい

う言葉から,家族関係のス トレスがないことが理

解できる。

3.育児ス トレスに対する対処

これらス トレスに対する母親の文ヽす処では,圧倒

的に日本語の勉強が多 く, さらに人の助けや母親

自身が努力 して変わるといったものが多 く,積極

的姑処行動 と位置づけることが出来る。異文化で

暮 らしていくためには,ま ずその問題を解決する

ための積極的行動を起こすことで,適応 していこ

うとする在日ブラジル人の母親達の姿が伺われた。

その根底には,母国では中流 としての生活が確保

されていたにもかかわらず, 日本に出かけもっと

何かをしたいという動機を持った人々であること

も関係 しているのではないかと考えられた。また,

在日年数が 5年未満での育児ス トレスを感 じてい

たものが多かったことをおゝまえて日本での暮 らし

の初期の段階での支援が望まれる。

4.お わ りに

在 日ブラジル人の母親は, 日本の文化社会への

適応,困難な仕事 との両立,子供 との時間がもて

ない,帰国後の不安を持 っており,そ の対処 とし

て, 日本語の勉強,人の助けを得る, 日本人との

交流等の積極的対処行動が見 られていた。

今後, こうした結果を基に在 日外国人の子育て

を巡るより詳 しい調査を実施 していきたいと考え

る。特に異文化社会における母親の子育ての問題

を日本人の母親との比較などを通 して検討 しさら

に深めていきたい。

(今回の調査にご協力をいただいた浜松市内の保

育園の園長はじめ関係者の皆様及び在日ブラジル

人の母親に深 く感謝する)
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